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i-Constructionをはじめて７年 様々な技術が開発、導入

インフラ分野におけるＤＸ



i-Constructionをはじめて７年 様々な技術が開発、導入
さらに建設生産システムそのものの変革に注力すべき

インフラ分野におけるＤＸ
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様々な技術が開発、導入 各々単独でも効率化、省力化などに役立つ
仕事のやり方は変わったか？

業務におけるＩＴ化



例えば……会議の開催

議事録の確認

照会 → 回答 → 再照会 → 再回答

会議

資料の事前調整

照会 → 回答 → 再照会 → 再回答 → …… → ……

日程調整

照会 → 回答 → 確認

メンバー調整

照会 → 回答 → 再照会 → 確定



事務局

照会

関係者

関係者

関係者

関係者関係者

関係者

関係者

事務局

回答

関係者

関係者

関係者

関係者関係者

関係者

関係者

例えば……会議の開催

照会と回答の
無限ループ？！
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アナログ前提の仕事のやり方のまま、部分的にデジタル機器を導入、置き換えても効
果は限定的。むしろ仕事が増えかねない。

→ デジタルを前提にした仕事のやり方に

業務におけるＩＴ化



立場と専門性の異なる多くの関係者の共同作業 常にメンバーは変化
情報共有 → 意見 →合意形成 → 結論を共有 の繰り返し
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建設プロジェクトのＤＸ

予備設計
トンネル詳細設計

橋梁詳細設計

地質調査

発注者

測量

進入路
工事

トンネルその１工事

トンネルその２工事

設備工事

照明工事

舗装工事

橋梁下部工

橋梁下部工

橋梁下部工

舗装工事

標識工事

（工場製作） 橋梁上部工 （架設）

道路改良工事

環境調査

維持管
理・修繕

点検

共有

検討

意見

合意

共有

検討

意見

合意

共有

検討

意見

合意

膨大な時間と
エネルギー



立場と専門性の異なる多くの関係者の共同作業 常にメンバーは変化
情報共有 → 意見 →合意形成 → 結論を共有 の繰り返し
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膨大な時間と
エネルギー

デジタルで効率化
↓

創造性の高い仕事
充実した私生活



JACICルームにおけるシステム連携
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・現場における様々な情報やデータを、一つの画面で組み合わせて可視化でき、必要な作業に関して素早く、効率的、効果的に利活用できます。
・見える手順書（システム）を画面で展開することで、画面を“見る”から“使う”へと進化することができます。
・JACIC画面は防災、プロジェクト管理、巡視・点検、監督・検査等目的に応じた多様な専門画面を順次構築・提供していきます。

メインウインドウ
地図(GIS基盤)をベースに、各ポイント(ピン)を設定でき、画像やメ
モなど現地の状況を表示できる

メニューは自由に構成することができま
す。

＜専門画面（防災）の例＞

効率的かつ確実に指示
や報告ができます。

テロップ機能

必要な外部情報を現地
でも簡単に利用できます。

外部情報例
・川の防災情報
・気象庁：潮位観測情報
・日本道路交通情報

（JARTIC)

情報ハブ機能

地図（GIS）と GPSによる
位置情報を関連付けて、
作業者等の位置や状況
及び写真や映像などの
現地情報を、素早く把握
することができます。

地図機能

各地点で撮影した写真
をリアルタイムで確認す
ることができ、各地点の
写真を一覧表示すること
も可能です。写真は
360°画像にも対応して
います。

写真・動画機能

各地点で撮影した写真
をリアルタイムで確認す
ることができ、各地点の
写真を一覧表示すること
も可能です。写真は
360°画像にも対応して
います。

LIVE配信機能

専門画面によるマネジメント



迅速な意思決定
と適正な行動を

支援

ＢＩＭ／ＣＩＭへの活用
事業監理CIM（施工段階から維持管理段階も見据えた事業全体を監理）と統合監理GIS基盤

ダム堤体等の諸元を直接付与、施工段階における施工管理情報、品質管理情報、観測・計測等を外部参照情報として情報管理

外部参照

河口ダム 河川 ダム展望台 付替橋梁 ダム展望台 情報連絡 付替橋梁

統合CIM用データ

平成30年度 ダムサイト地質図

平成31年度 ダムサイト地質図

InfraWorks

ダム座標（トンネル・橋梁）.xlsx

ダム・受領データ確認.xlsx

ダム座標（トンネル・橋梁）.xlsx

A地区.ZIP

B地区.ZIP

【追記】ダム座標(Viewer).xlsx

共有リンク

共有リンク

共有リンク

ダム本体

トンネル

橋梁

３次元GIS

ダム本体

橋梁

付替トンネル
展望台

付替トンネル

地滑対策工

橋梁
橋梁



BIM/CIMモデル

「3次元モデル」と「属性情報」、「参照資料」を組み合わせたもの

3次元モデル 対象とする構造物等の形状を3 次元で立体的に表現した情報

属性情報 3 次元モデルに付与する部材（部品）の情報（部材等の名称、形状、 寸法、物性
及び物性値（強度等）、数量、そのほか付与が可能な情報）

参照資料 BIM/CIM モデルを補足する（または3次元モデルを作成しない構造物等） 従来
の2 次元図面等の「機械判読できない資料」



フロントローディング
工程の初期（フロント）において負荷をかけて事前に集中的に検討し、後工程で
生じそうな仕様変更や手戻りを未然に防ぎ、品質向上や工期の短縮化を図る。



受発注者間のデータマネジメント

発注者

納
品

納
品

貸
与

貸
与

納 貸 納 貸
品 与 品 与 納 納

品 品

納
品

測量者 調査者
予備 詳細
設計者 設計者

施工者 点検者 補修者

CDE発注者

測量者 調査者
予備 詳細
設計者設計者

施工者 点検者 補修者

※CDE：共通データ環境（プロジェクトチーム全体で
文書やデータを共有するための環境）

測量 予備設計 施工 補修

調査 詳細設計 点検

令和4年10月11日 発注者責任を果たすための今後の建設生産・ 管理システムのあり方に関する懇談会 （令和４年度 第１回） 資料１より

CDE



変化に対する心理的抵抗の緩和

生

産

性

導入

加速期混乱期

新方式導入コスト
新旧の二重基準
心理的抵抗

適応期

新方式に慣れ
二重基準のまま
心理的抵抗が薄れる

混乱をより早く収束させる
業務マネジメントが必要

新方式に完全移行
生産性は加速度的に向上
心理的抵抗がなくなる

混乱が底を打つ

DX前と同水準の生産性
時間

国土交通省「インフラ分野の DX アクショ
ンプラン（第２版）骨子」より（一部加工）

チェンジ・マネジメント



立場と専門性の異なる多くの関係者の共同作業 常にメンバーは変化
常に関わり続けているのは発注者だけ
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発注者の役割

予備設計
トンネル詳細設計

橋梁詳細設計

地質調査

発注者

測量

進入路
工事

トンネルその１工事

トンネルその２工事

設備工事

照明工事

舗装工事

橋梁下部工

橋梁下部工

橋梁下部工

舗装工事

標識工事

（工場製作） 橋梁上部工 （架設）

道路改良工事

環境調査

維持管
理・修繕

点検

共有

検討

意見

合意

共有

検討

意見

合意

共有

検討

意見

合意



多様な仕事の仕方を否応なく経験
デジタル技術を駆使して情報共有しながら必要な判断を行う機会

コロナ禍の功罪



• 従来機能の単なる置き換えでは不十分
• デジタル技術を前提に建設生産システムそのものを変革すべき
• 発注者こそが変革の先頭打者

まとめ



ご清聴ありがとうございました

https://www.jacic.or.jp/
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